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な
か
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強
弱
の
変
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つ
け
る
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。流
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を
生

か
し
、の
び
や
か
に
楽
し
み
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

令和７年12月定例会

2

8 「市政 ここが聞きたい」

令和7年12月定例会の概要

4 議案等質疑

■一般質問に29人の議員が登壇

常任委員会の審査報告

18 議員の紹介

6

佐賀の冬の風物詩　ノリ養殖の風景（有明海）

佐賀市議会HP



2さが市議会だより第 93号（令和 7年 12月定例会）

令和７年12月定例会の概要

会　　　　　期　　12 月 1 日から 12 月 22 日まで
議 決 し た 案 件　　補正予算案７件、条例案６件、その他 20 件、意見書３件　合計 36 件
　　　　　　　　　選挙管理委員会委員・補充員の選挙　各４名当選決定
補正予算の総額　　約 20 億 7,900 万円
　　　　　　　　　（補正後の予算総額は約 1,180 億 8,600 万円。前年度同期に比べ　
　　　　　　　　　０.6％の増）

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

☆
江
見
線
バ
ス
運
行
経
費

　
令
和
7
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
ま
で
の

　
債
務
負
担
行
為
限
度
額

９
４
６
１
万
円

・
民
間
バ
ス
事
業
者
の
路
線
廃
止
に
伴
う
、
神
埼

市
・
み
や
き
町
と
の
共
同
運
営
に
よ
る
代
替
バ

ス
の
運
行
経
費

☆
水
道
料
金
負
担
軽
減
緊
急
対
策
事
業

３
億
４
３
０
６
万
円

・
市
民
の
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
水
道
料

金
（
基
本
料
金
）
を
4
カ
月
間
免
除

☆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
地
域
振
興
券
発
行
事
業

３
億
８
８
０
０
万
円

・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市
民
お
よ
び
事
業

者
を
支
援
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
地

域
振
興
券
を
発
行

　
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
（
購
入
額
5
０
０
０
円
で

６
５
０
０
円
分
利
用
可
能
）

☆
学
校
体
育
館
空
調
設
備
整
備
調
査
事
業４

９
８
万
円

・
市
立
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
整
備
の

検
討
の
た
め
の
調
査
経
費

☆
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
経
費

 

（
仮
設
児
童
ク
ラ
ブ
館
整
備
）

４
６
６
８
万
円

・
プ
レ
ハ
ブ
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
仮
設
児
童
ク
ラ

ブ
館
の
整
備
経
費
（
神
野
・
高
木
瀬
校
区
）

☆
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
支
給
事
業

７
億
２
８
９
９
万
円

・
子
育
て
世
帯
の
家
計
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
1
人
当
た
り
2
万
円
を
支

給 都
市
戦
略
部

政
策
推
進
部

経
済
部

教
育
部

こ
ど
も
未
来
部

佐賀市 HP
「令和 7 年度 12 月補正予算（案）の概要」

佐賀市 HP
「令和 7 年度 12 月追加補正予算（案）の概要」

詳しくはこちら➡ 詳しくはこちら➡



3 さが市議会だより第 93号（令和 7年 12月定例会）

討論は動画配信
でご覧ください。

討論とは、議案などの案件について、採決前に賛成または反対の立場から、その理由を
述べて意見を表明することです。

議案等の審議結果議案等の審議結果

水色で着色し議案番号を○で囲んだ議案等は、賛否が分かれたものです。下記に詳細を掲載しています。

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

市…市民共同、共…日本共産党、S…STEP-UP FOR SAGA、参…参政党
（松永幹哉議員は議長のため、採決に加わっていません。）

会派等 自民さが 自民市政会 ネットワーク佐賀 公明党 自民清流 市 共 S 参

氏　名

川
副
龍
之
介

宮
﨑
　
　
健

西
岡
　
義
広

江
頭
　
弘
美

千
綿
　
正
明

江
原
　
新
子

川
﨑
　
健
二

稲
葉
　
嵩
広

中
尾
　
和
幸

山
口
　
弘
展

諸
冨
八
千
代

黒
田
　
利
人

重
田
　
音
彦

永
渕
　
史
孝

藤
井
　
英
貴

岡
山
　
香
織

山
崎
　
　
純

山
田
宏
一
郎

山
田
誠
一
郎

藤
田
　
佳
典

德
永
　
文
子

草
場
　
健
次

江
口
由
里
子

村
岡
　
　
卓

中
島
　
妙
子

野
中
　
宣
明

吉
川
　
正
剛

平
原
　
嘉
德

重
松
　
　
徹

西
岡
　
真
一

御
厨
　
洋
行

山
下
　
明
子

山
本
　
　
愛

南
里
　
朱
美

山
下
　
勝
也

意見書第3号 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● 退 ● ● ● ● ● ● ● 欠 ● ● ○ ○ ○ ●

議案番号 議　　案　　名 概　　要　　等 審査結果
92 令和７年度一般会計補正予算（第６号） 補正額 6 億 1,286 万円

可決

93 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 補正額 553 万円
94 令和７年度国民健康保険診療所特別会計補正予算（第１号） 補正額  481 万円
95 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 補正額 65 万円
96 令和７年度下水道事業会計補正予算（第２号）
97 職員の給与に関する条例等の改正 人事院等の勧告に鑑み、職員等の給与を改定する

98 火入れに関する条例の改正
佐賀中部広域連合火災予防条例の一部改正により林野火
災に関する注意報が新設されることに伴い、火入れの中
止に係る条件に当該注意報が発せられた場合を追加する

99 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例等の改正

児童福祉法等の一部改正に伴い、虐待等の禁止に関し引
用している条項を変更する

100 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改
正に伴い、家庭的保育事業者等が利用乳幼児に対して行
う健康診断に代わる健康状態の確認方法として、母子保
健法に規定する健康診査を追加する

101 公民館職員の給与等に関する条例の改正
公民館職員の給与の適正化を図るため、一般職員の給与
改定に準じて公民館職員の給料月額および期末手当を引
き上げる

102 佐賀市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消し
証明書等の交付の請求の受付及び引渡しに関する事務を
取り扱わせる郵便局の指定を取り消す

【指定を取り消す郵便局】蓮池郵便局、三反田郵便局、北
山郵便局

103 過疎地域持続的発展計画の策定 過疎地域とみなされた富士町および三瀬村の区域の持続的
発展を図るため、新たに過疎地域持続的発展計画を定める

104 鵆の湯の指定管理者の指定 有限会社熊の川温泉ちどりの湯
105 文化交流プラザの指定管理者の指定 株式会社佐賀新聞文化センター
106 大和町松梅地区活性化施設の指定管理者の指定 株式会社そよかぜ館
107 徐福長寿館の指定管理者の指定 特定非営利活動法人佐賀県徐福会
108 山中キャンプ場の指定管理者の指定 山中自治会
109 吉野山キャンプ場の指定管理者の指定 井手野自治会
110 佐賀勤労者総合福祉センターの指定管理者の指定 株式会社マベック
111 休日夜間こども診療所の指定管理者の指定 一般社団法人佐賀市医師会
112 休日歯科診療所の指定管理者の指定 一般社団法人佐賀市歯科医師会
113 巨勢老人福祉センター等の指定管理者の指定 社会福祉法人佐賀市社会福祉協議会
114 富士南部コミュニティセンターの指定管理者の指定 内野自治会
115 富士北部コミュニティセンターの指定管理者の指定 中原区
116 佐賀市民運動広場等の指定管理者の指定 公益財団法人佐賀市スポーツ協会
117 文化会館の指定管理者の指定 公益財団法人佐賀市文化振興財団
118 東与賀文化ホールの指定管理者の指定 公益財団法人佐賀市文化振興財団
119 市道路線の認定 渡瀬橋東線ほか２本

120 東与賀農村環境改善センター改修（建築）工事請負契約の
締結 株式会社中野建設

121 東名遺跡ガイダンス・埋蔵文化財センター展示制作業務委
託契約の締結 株式会社丹青社

122 令和７年度一般会計補正予算（第７号） 補正額 14 億 6,614 万円
123 令和７年度水道事業会計補正予算（第３号）
124 佐賀市議会会議規則の改正

意見書３ 非核三原則の堅持を求める意見書　案 否決
意見書４ 公立小・中学校の体育館等への空調設備整備に対する支援の充実を求める意見書　案 可決意見書５ 公立小・中学校の体育館等への空調設備整備に対する支援制度の創設を求める意見書　案
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議 案 等 質 疑

江
見
線
バ
ス
運
行
事
業
負
担
金
（
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
）

（
債
務
負
担
行
為
限
度
額
９
４
６
１
万
円
）

学
校
体
育
館
空
調
設
備
整
備
調
査
事
業Q

調
査
方
法
や
委
託
先
は
ど
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
る
の
か
。

A
図
面
等
に
よ
る
机
上
調
査
と
現
地
調
査

を
行
い
、現
状
の
断
熱
性
能
等
の
調
査
や
設

備
機
器
の
設
置
可
能
ス
ペ
ー
ス
の
確
認
な

ど
を
行
う
。ま
た
、委
託
先
は
指
名
競
争
入

札
に
よ
る
市
内
事
業
者
へ
の
委
託
を
想
定

し
て
い
る
。

Q
猛
暑
の
厳
し
い
中
、一
日
も
早
い
空
調

設
備
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、設
置

の
め
ど
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
今
回
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、必
要
な

事
業
費
や
整
備
の
順
番
等
の
様
々
な
課
題

を
整
理
し
た
上
で
、整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

全
体
方
針
の
中
で
決
定
し
て
い
き
た
い
。

Q
今
回
、調
査
費
を
計
上
す
る
に
至
っ
た

経
緯
は
。

A
小
・
中
学
校
の
体
育
館
は
、子
ど
も
た
ち

の
学
習
生
活
の
場
で
あ
り
、ま
た
、災
害
時

に
は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
も
利
用
す
る

重
要
な
施
設
で
あ
る
。近
年
の
猛
暑
に
よ
る

熱
中
症
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
受
け
、空
調
設

備
整
備
の
準
備
の
た
め
調
査
を
行
う
。

Q
こ
の
路
線
の
利
用
者
数
の
現
状
や
推

移
は
。

A
令
和
６
年
度
の
利
用
者
数
は
15
万

７
１
８
０
人
で
あ
る
。
令
和
２
年
度
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
利
用
者
数
は
減
少
し
て
い
た
が
、
令

和
5
年
度
に
は
、
県
が
実
施
し
た
県
内
バ

ス
運
賃
無
料
デ
ー
な
ど
の
効
果
も
あ
り
、

大
き
く
増
加
し
た
。

Q
現
在
の
民
間
バ
ス
事
業
者
へ
の
支
援

内
容
は
。

A
現
在
、江
見
線
は
赤
字
路
線
で
あ
り
、

路
線
維
持
の
た
め
、国
や
県
の
補
助
で
は

賄
え
な
い
赤
字
部
分
を
沿
線
の
神
埼
市
や

み
や
き
町
と
協
調
し
て
補
助
し
て
い
る
。

ま
た
、本
市
独
自
の
支
援
と
し
て
、燃
料
油

価
格
の
高
騰
費
用
に
対
す
る
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

Q
令
和
13
年
ま
で
の
事
業
費
の
う
ち

佐
賀
市
が
負
担
す
る
額
が
９
４
６
１
万
円

と
の
こ
と
だ
が
、財
源
の
内
訳
は
。

A
運
賃
収
入
が
約
２
１
５
８
万
円
、国
、

こ
の
路
線
の
現
状
や
路
線
維
持
に
向
け
た
今
後
の
見
通
し
は

空
調
設
備
設
置
に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

補

補

Q A
議案等質疑とは、議案等について、提出者

（執行部）に不明点や疑問点を聞き、説明や
所見を求めるものです。

補 は「令和 7 年度補正予算」です。

※写真は市立体育館の空調設備

県
の
補
助
金
が
約
１
８
９
２
万
円
、市
の

一
般
財
源
が
約
５
４
１
０
万
円
で
あ
る
。

Q
新
型
車
両
を
２
台
購
入
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、購
入
す
る
理
由
と
車
両
の
取
り
扱

い
は
。

A
安
全
性
と
安
定
性
を
確
保
し
、
事
故
や

運
休
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
で
あ
る
。
ま

た
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
の
新
車
導
入
の
場

合
、
国
や
県
の
補
助
制
度
を
活
用
で
き
る
。

新
型
車
両
は
神
埼
市
が
購
入
し
て
神
埼
市

の
財
産
と
し
て
登
録
す
る
が
、
購
入
車
両

を
売
却
す
る
場
合
は
、
各
市
町
の
負
担
割

合
に
応
じ
て
売
却
収
入
を
分
配
す
る
方
向

で
調
整
中
で
あ
る
。

Q
運
行
距
離
に
応
じ
て
負
担
割
合
を
決
め

て
い
る
が
、人
口
や
利
用
者
の
割
合
に
よ

る
調
整
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

A
県
内
の
他
の
路
線
で
も
同
様
の
負
担
方

法
を
採
用
し
て
お
り
、３
市
町
の
協
議
で

も
異
論
は
な
か
っ
た
。
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可決された意見書

特別委員会の設置について

常任委員会の所管変更について

市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての意思を表明し
ます。12 月定例会では、２件の意見書が全会一致で可決されました。

佐賀市議会では、各常任委員会の議案審査時間の平準化を図るため、常任委員会の名称と所
管の見直しを行いました。見直し後の常任委員会の名称と所管は次のとおりです。

■令和 7 年 10 月 23 日からの常任委員会の名称と所管

12 月定例会において、新たに特別委員会が設置されました。

北部山間地域の活性化に関する調査特別委員会

―特別委員会とは―
特定の事件、重要な問題の審査など、議会が特に必要と認めるとき、その案件ごとに設置する
委員会です。

※意見書の全文は、こちらからご覧いただけます➡

意見書第４号 公立小・中学校の体育館等への空調設備整備に対する支援の充実を求め
る意見書　案

意見書第５号 公立小・中学校の体育館等への空調設備整備に対する支援制度の創設を
求める意見書　案

名称 所管

総 務 委 員 会 総務部、政策推進部、地域振興部、監査委員、選挙管理委員会等の所管事務、
他の常任委員会の所管に属さない事務

福 祉 生 活 委 員 会 市民生活部、保健福祉部、富士大和温泉病院の所管事務
教 育 環 境 委 員 会 環境部、こども未来部、教育委員会の所管事務

産 業 建 設 委 員 会 経済部、農林水産部、都市戦略部、建設部、農業委員会、交通局、上下水道局の
所管事務

◎
千
綿　
正
明

○
村
岡　
　
卓

　
山
田
宏
一
郎

　
山
下　
勝
也

　
草
場　
健
次

　
中
尾　
和
幸

　
山
崎　
　
純

　
御
厨　
洋
行

　
川
﨑　
健
二

　
藤
田　
佳
典

　
重
田　
音
彦

【所管事項】
北部山間地域の活性化に関する諸種調査

【委員構成】◎委員長　○副委員長（令和 7 年 12 月 22 日 現在）
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総
務
委
員
会

福
祉
生
活
委
員
会

４カ月分の水道基本料金を免除、または基本料金相当
分を支給予定

物価高騰により、需要が高まる食料支援

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

の
策
定

生
活
困
窮
者
食
料
支
援
団
体

応
援
事
業

水
道
料
金
負
担
軽
減
緊
急
対

策
事
業

〔
質
問
〕
計
画
内
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
光
回
線
を
北
部
地
域
に
も
引
く
と
の

こ
と
だ
が
、住
民
の
費
用
負
担
は
あ
る
の

か
。

〔
答
弁
〕
民
間
事
業
者
や
国
の
専
門
家
等

と
協
議
し
な
が
ら
、
公
設
公
営
や
整
備
後

の
民
間
譲
渡
、
民
間
整
備
へ
の
支
援
等
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
整
理
し
、
で
き
る
限

り
住
民
の
負
担
が
増
え
な
い
形
で
検
討
し

て
い
る
。

〔
質
問
〕
上
下
水
道
局
や
佐
賀
東
部
水
道

企
業
団
の
利
用
者
は
申
請
不
要
で
基
本
料

金
が
免
除
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、給
水

区
域
外
に
住
む
市
民
が
基
本
料
金
相
当
分

の
支
給
を
受
け
る
に
は
別
途
申
請
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対

す
る
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

〔
答
弁
〕
申
請
手
続
き
の
詳
細
は
検
討
中

だ
が
、
で
き
る
限
り
分
か
り
や
す
く
し
た

い
。
ま
た
、
申
請
期
間
も
令
和
８
年
７
月

ま
で
を
予
定
し
て
い
る
が
、
申
請
状
況
を

見
な
が
ら
追
加
の
広
報
や
、
申
請
期
間
の

延
長
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
説
明
〕
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

生
活
に
困
窮
し
た
市
民
に
食
料
な
ど
を
支

援
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、食
料
品
な
ど

の
購
入
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。１
団
体

あ
た
り
30
万
円
を
上
限
と
し
、７
団
体
を

想
定
。

〔
質
問
〕
補
助
金
額
の
30
万
円
の
根
拠
と

支
援
団
体
の
想
定
は
。

〔
答
弁
〕
想
定
し
て
い
る
団
体
へ
聞
き
取

り
を
行
い
、
保
管
場
所
の
制
約
か
ら
食
料

品
な
ど
を
一
度
に
在
庫
と
し
て
保
管
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
年
度
内
の
購
入
計
画
を

考
慮
す
る
と
金
額
は
30
万
円
が
妥
当
と
の

意
見
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
設
定
し

た
。
な
お
、
想
定
し
て
い
る
団
体
は
、
市

民
に
直
接
緊
急
支
援
を
行
う
団
体
や
、
こ

ど
も
食
堂
等
へ
食
料
品
を
提
供
し
て
い
る

中
間
支
援
団
体
で
あ
る
。

〔
質
問
〕
直
接
緊
急
支
援
を
行
う
団
体
と

中
間
支
援
団
体
へ
の
補
助
金
額
が
同
額
と

な
っ
て
い
る
が
、中
間
支
援
団
体
へ
傾
斜

配
分
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
。

〔
答
弁
〕
中
間
支
援
団
体
が
支
援
し
て
い

る
こ
ど
も
食
堂
等
に
は
他
か
ら
の
助
成
が

あ
る
こ
と
、
困
窮
世
帯
へ
の
現
物
給
付
で

あ
る
こ
と
、
物
理
的
に
保
管
場
所
の
制
約

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
接
支
援
す
る
団
体

と
一
律
の
金
額
と
し
て
い
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 6 号）
●一般会計補正予算（第 7 号）
●職員の給与に関する条例の改正
●公民館職員の給与等に関する条例の改正
●過疎地域持続的発展計画の策定
●東与賀農村環境改善センター改修（建築）

工事請負契約の締結
●東名遺跡ガイダンス・埋蔵文化財センター

展示制作業務委託契約の締結
　　　　　　　　　　　　　　　その他 5 件

は「令和 7 年度補正予算」です。

補

補

補

補

常任委員会の審査報告

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 6 号）
●一般会計補正予算（第 7 号）
●国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号）
●国民健康保険診療所特別会計補正予算（第

1 号）
●後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号）
●佐賀市の特定の事務を取り扱わせる郵便局

の指定の取消し
●佐賀勤労者総合福祉センターの指定管理者

の指定
　　　　　　　　　　　　　　　その他 3 件
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委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 6 号）
●一般会計補正予算（第 7 号）
●放課後児童健全育成事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例等の
改正

●家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の改正

小・中学校体育館のエアコン整備に向けて調査開始！

プレミアム率過去最大の30％！

学
校
体
育
館
空
調
設
備
整
備

調
査
事
業

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
経
費

（
仮
設
児
童
ク
ラ
ブ
館
整
備
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
電
子
地
域
振

興
券
発
行
事
業

〔
質
問
〕
令
和
８
年
７
月
ま
で
に
全
て
の

空
調
機
器
の
方
式
を
決
定
す
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
空
調
機
器
の
方
式
等
を
検
討
し
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
概
算
事
業
費
を
調

査
し
て
、
そ
の
後
、
整
備
方
式
等
を
決
定

し
て
い
く
。

〔
質
問
〕
空
調
設
備
の
整
備
と
同
時
に
、断

熱
効
果
を
高
め
る
た
め
の
工
事
も
行
う
の

か
。

〔
答
弁
〕
国
の
交
付
金
は
断
熱
性
の
確
保

を
要
件
と
し
て
い
る
た
め
、
断
熱
工
事
の

方
法
も
今
後
検
討
す
る
。

〔
説
明
〕
神
野
小
・高
木
瀬
小
に
仮
設
の
児

童
ク
ラ
ブ
館
を
整
備
す
る
。神
野
は
令
和

８
年
10
月
、高
木
瀬
は
令
和
９
年
４
年
に

供
用
開
始
予
定
。

〔
質
問
〕
仮
設
の
児
童
ク
ラ
ブ
館
を
５
年

リ
ー
ス
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、リ
ー
ス
期

間
終
了
後
の
予
定
は
。

〔
答
弁
〕
児
童
ク
ラ
ブ
の
ニ
ー
ズ
が
年
々

上
昇
し
て
い
る
一
方
で
、
児
童
数
は
既
に

横
ば
い
も
し
く
は
減
少
の
見
込
み
で
あ
る
。

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

利
用
で
き
な
い
人
が
い
る
の
は
不
公
平
だ

と
思
う
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
市
民

に
満
遍
な
く
行
き
届
く
よ
う
な
政
策
と
し

て
水
道
料
金
の
基
本
料
金
の
手
立
て
が
取

ら
れ
て
い
る
。
地
域
振
興
券
に
つ
い
て
も

市
民
全
体
の
こ
と
を
考
え
、
紙
券
が
一
定

数
あ
っ
て
も
よ
い
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

迅
速
に
、
そ
し
て
効
果
的
に
実
施
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
消
費
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
域
内
の
流
通
を
通
し
て
、
経
済

の
底
上
げ
を
目
的
に
実
施
す
る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
苦
手
な
方
々
へ

の
対
応
と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、
紙
券
発

行
に
は
コ
ス
ト
や
時
間
が
か
か
る
た
め
、

今
回
は
電
子
券
の
み
の
発
行
に
し
た
い
。

〔
質
問
〕
迅
速
に
行
う
た
め
と
の
こ
と
だ

が
、
ま
ず
、
あ
る
一
定
数
を
電
子
券
で
実

施
し
、
後
ほ
ど
紙
券
を
発
行
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

〔
答
弁
〕
紙
券
を
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
事
業
費
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、

ま
た
、今
回
の
事
業
費
内
で
対
応
す
る
と
、

プ
レ
ミ
ア
ム
と
い
う
市
民
に
還
元
す
る
部

分
が
少
な
く
な
る
た
め
、
今
回
は
電
子
券

の
み
の
実
施
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
う
際
に

は
、
庁
内
で
協
議
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
方
々
に
対
す
る
効
果
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き

た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

補

補

補

教
育
環
境
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

常任委員会では、本会議から付託された議案や請願などについて審査を行っています。
12 月定例会での各委員会の主な審査内容を紹介します。

委員会で審査した議案
●一般会計補正予算（第 6 号）
●一般会計補正予算（第 7 号）
●下水道事業会計補正予算（第 2 号）
●水道事業会計補正予算（第 3 号）
●火入れに関する条例の改正
●鵆の湯の指定管理者の指定
●文化交流プラザの指定管理者の指定
●大和町松梅地区活性化施設の指定管

理者の指定
●徐福長寿館の指定管理者の指定
●市道路線の認定

その他 2 件
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「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して行う質問です。
質  問  内  容 議案とは関係なく議員が決めて、事前に通告しています。
発  言  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分です。

一般質問

1 諸冨 八千代
（自民市政会）

〇子どもの健全な成長のために
▶ 佐賀市みどりの基本計画について
▶ 市内中小企業の支援について

2 川﨑 健二
（自民さが）

〇子どもの読書活動の促進について

▶ 児童の読解力の現状と対応について

3 山田 誠一郎
（ネットワーク佐賀）

〇干潟よか公園の設備の整備およびひがさす
周辺の景観整備について

▶ 水産振興について
▶ 農業振興について

4 山口 弘展
（自民市政会）

〇新たな産業団地の調査状況・整備について
▶ 坂井市長２期目の施政方針について
▶ 市職員の定年延長について

5 江頭 弘美
（自民さが）

〇中核市移行について

▶ 人口減少問題について

6 中島 妙子
（公明党）

〇産前産後支援について
▶ 介護職員等の安定的な確保について
▶ 就学前の子どもの安全な遊び場について

7 山本　 愛
（日本共産党）

〇バス路線について
▶ 中学校の給食について
▶ 物価高騰対策について
▶ 医療的ケア児の家族のケアについて

8 藤井 英貴
（自民市政会）

〇ナガエツルノゲイトウの除去や対策について
▶ 小・中学校の教材備品等について
▶ ２０２５佐賀インターナショナルバルーン

フェスタの総括について

9 西岡 真一
（自民清流）

〇養護老人ホームについて

▶ 遊休農地の利活用について

10 山下 勝也
（参政党）

〇妊産婦に対する金芽米の提供について
▶ 部活動の教育的意義について
▶ 中学校歴史教科書の選定について

11 村岡　 卓
（公明党）

〇障がい者への支援について

▶ 佐賀市の文化振興について

12 御厨 洋行
（自民清流）

〇ワンヘルスの視点から考える人と動物と
　環境をつなぐ市政運営の在り方について

13 山下 明子
（市民共同）

〇放課後児童クラブの待機児童問題への対応
報道を踏まえて

▶ 市長の政治姿勢を問う▶ 学校給食の無償化
への対応と中学校給食の「全員給食」の検討
は▶ 一人暮らし世帯の住まいの確保について
▶ 佐賀駐屯地の自衛隊オスプレイ配備・運用
について

14 藤田 佳典
（ネットワーク佐賀）

〇飼い主が亡くなった後のペットの取扱いに
ついて

15 重松 　徹
（自民清流）

〇下水道使用料の値上げの問題について
▶ 公共下水道におけるウォーターPPP
　導入について
▶ 水道料金の不均衡是正について

16 草場 健次
（ネットワーク佐賀）

〇カスタマーハラスメントについて

▶ 再生可能エネルギー（太陽光）について

17 宮﨑 　健
（自民さが）

〇街なかの鳥獣対策について
▶ 適切な喫煙環境について
▶ 生活保護受給者における独居老人対策に
　ついて

18 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇本市の森林の活用・保全について
▶ 公金の運用状況について
▶ グリーンアグリバレー計画について
▶ 文化・芸術の振興について

19 吉川 正剛
（公明党）

〇多布施川に関する取組について

▶ 公共施設について

20 岡山 香織
（自民市政会）

〇放課後等デイサービスについて

▶ カラス被害対策について

21 黒田 利人
（自民市政会）

〇教育現場の実態について

22 川副 龍之介
（自民さが）

〇有明海の漁業振興について
▶ 障がい者雇用について
▶ 市立野球場の練習場設置について
▶ 農業振興について

23 平原 嘉德
（自民清流）

〇障がい者福祉政策について
▶ 企業誘致と企業の市外流出防止について
▶ 佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

について

24 德永 文子
（ネットワーク佐賀）

〇学校給食の無償化について
▶ 教職員の欠員状況の改善について
▶ 放課後児童クラブについて
▶ 佐賀市こども計画について

25 野中 宣明
（公明党）

〇佐賀市南部地域のまちづくりについて

▶ 空き家対策について

26 山田 宏一郎
（自民市政会）

〇佐賀インターナショナルバルーンフェスタ
について

▶ 自動運転バスについて

27 江口 由里子
（ネットワーク佐賀）

〇鳥獣被害について

▶ 医療的ケア児について

28 南里 朱美
（STEP-UP FOR SAGA）

〇病児・病後児保育室について
▶ 小・中学校における熱中症対策の現状と
　課題について
▶ 誰もが安心して利用できる授乳室の環境
　整備について

29 山崎　 純
（自民市政会）

〇子どもの居場所について

▶ プラスチックごみの回収について

番号は質問順、（　）内は会派等、掲載は大項目のみです。
〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。

※１

※ 1 グリーンアグリバレー計画…清掃工場周辺のもつ優位性を生かし、清掃工場周辺を脱炭素農業の拠点とし、脱炭素
農業に取り組む企業誘致を行う。



9 さが市議会だより第 93号（令和 7年 12月定例会）
※ 2 農振除外…農業振興地域内の農用地区域（通称「青地」）に指定された農地を、住宅建設や駐車場、資材置場など

農業以外の目的に利用する際に、その地域指定から外すための手続き。

子どもと遊びに行ける場所がない！ （自民市政会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 1

問　
今
年
の
夏
も
大
変
暑
く
、「
熱
中

症
の
危
険
で
子
連
れ
で
遊
び
に
行
け

る
場
所
が
な
い
」
と
い
う
子
育
て
世

代
の
声
を
多
く
聞
い
た
。
子
ど
も
の

健
全
な
成
長
に
は
、
遊
び
が
重
要
で

あ
る
。
①
市
民
の
屋
外
・
屋
内
の
遊

び
場
は
②
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の

近
年
の
状
況
は
③
市
有
施
設
の
一
般

開
放
検
討
は
。

答
　
①
屋
外
の
遊
び
場
と
し
て
、

金
立
公
園
や
夢
咲
公
園
、
神
野
公

園
、
水
遊
び
の
で
き
る
多
布
施

川
河
畔
公
園
や
、
干
潟
よ
か
公

園
、
嘉
瀬
川
親
水
公
園
な
ど
が
あ

る
。
屋
内
で
は
児
童
館
や
児
童
セ

ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
る
②

令
和
３
年
が
５
回
、
令
和
４
年
が

15
回
、
令
和
５
年
が
19
回
、
令
和

６
年
が
37
回
、
令
和
７
年
が
36
回

と
な
っ
て
い
る
③
関
係
部
署
で
認

識
を
共
有
し
、
夏
場
に
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
の
確

保
に
向
け
、
市
有
施
設
の
有
効
活

用
等
を
含
め
て
考
え
て
い
く
。

「ひがさす」西側の景観改善を‼ （ネットワーク佐賀）

山
やま

田
だ

  誠
せいいちろう

一郎 3

子どもたちに豊かな読書習慣を

子どもの頃の読書習慣が
その後の人生を豊かにします

土壌改良事業等が行われてい
る「ひがさす」西側の景観

候補地となる
現久保泉工業団地西側

幼児期の愛着形成と遊びと体
験の重要性が紹介されている

問　
①
本
市
と
全
国
の
小
中
学
校
の

図
書
購
入
費
は
②
小
学
校
に
お
け
る

読
み
聞
か
せ
の
現
状
は
③
市
長
の
読

み
聞
か
せ
体
験
と
そ
の
効
果
は
④
乳

幼
児
に
絵
本
の
贈
呈
や
読
み
聞
か
せ

を
行
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
再
開
す

べ
き
で
は
⑤
移
動
図
書
館
ブ
ー
カ
ス

が
老
朽
化
し
て
い
る
。
買
い
替
え
が

必
要
で
は
。

答
　
①
２
０
２
３
年
度
の
本
市
図

書
購
入
費
の
平
均
は
小
学
校
が
約

35
万
円
、
中
学
校
が
約
51
万
円
、

全
国
平
均
は
小
学
校
が
約
45
万
円
、

中
学
校
が
約
65
万
円
②
各
校
の
状

況
に
応
じ
て
工
夫
し
て
行
わ
れ
て

い
る
③
子
ど
も
が
好
き
な
本
を
一

緒
に
読
ん
で
い
た
。
読
み
聞
か
せ

は
、
無
理
な
く
楽
し
く
親
子
の
絆

を
深
め
ら
れ
る
大
切
な
時
間
だ
と

考
え
る
④
図
書
館
等
の
身
近
に
絵

本
と
親
し
め
る
環
境
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、
読
み
聞
か
せ
が
さ

ら
に
広
ま
る
よ
う
今
後
一
層
力
を

入
れ
た
い
⑤
現
在
、
車
両
サ
イ
ズ

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

問　
①
「
ひ
が
さ
す
」
西
側
の
景
観

の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
②

境
界
を
定
め
て
倒
木
の
危
険
性
が
低

い
中
木
等
の
植
樹
を
行
い
、
目
隠
し

す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
③
開
館

5
周
年
！
今
後
「
ひ
が
さ
す
」
を
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答
　
①
来
館
者
か
ら
違
和
感
を
覚

え
る
と
の
声
が
多
い
と
聞
い
て
お

り
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
考
え

て
い
る
②
景
観
を
よ
く
す
る
た
め

植
樹
が
可
能
か
佐
賀
土
木
事
務
所

と
協
議
し
て
い
き
た
い
③
世
界
に

誇
る
東
よ
か
干
潟
の
価
値
や
重
要

性
を
多
く
の
人
に
体
感
、
体
験
し

て
も
ら
う
た
め
今
後
も
引
き
続
き

環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
い
。
同
時
に
あ
ら
ゆ
る

世
代
の
交
流
の
機
会
を
創
出
し
他

湿
地
と
の
交
流
連
携
等
を
推
進
し

た
い
。
さ
ら
に
市
南
部
の
重
要
な

観
光
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化

し
て
い
く
た
め
に
も
魅
力
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん

二
じ 2

新たな産業団地の候補地はどこに？
問　
①
令
和
５
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

候
補
地
調
査
の
結
果
、
最
終
的
に
ど

こ
に
決
ま
っ
た
の
か
②
地
域
未
来
投

資
促
進
法
を
活
用
し
た
整
備
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
か
③
官
民

連
携
で
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
主
導

権
は
佐
賀
市
が
取
る
べ
き
で
は
④
分

譲
で
き
る
時
期
は
い
つ
頃
を
目
標
と

し
て
い
る
か
。

答
　
①
久
保
泉
地
区
と
諸
富
地
区

の
２
地
区
②
自
治
体
と
国
が
連
携

し
て
企
業
立
地
を
後
押
し
す
る
仕

組
み
。
民
間
事
業
者
に
よ
る
産
業

団
地
の
整
備
で
も
農※

２
振
除
外
要
件

等
の
規
制
緩
和
措
置
が
受
け
ら
れ

る
た
め
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
た
官
民
連
携
に
よ
る

企
業
誘
致
や
産
業
団
地
開
発
が
可

能
③
周
辺
環
境
に
関
す
る
こ
と
な

ど
は
、
行
政
が
主
導
権
を
持
つ
。

全
体
と
し
て
は
共
同
で
進
め
て
い

く
④
近
年
の
工
業
団
地
開
発
で
は
、

方
針
決
定
か
ら
分
譲
開
始
ま
で
５

年
や
８
年
と
い
っ
た
期
間
を
要
し

て
い
る
。
可
能
な
限
り
開
発
期
間

の
短
縮
に
努
め
た
い
。

（自民市政会）

山
やまぐち

口  弘
ひろのぶ

展 4
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旧国鉄佐賀線にバス路線新設を （日本共産党）

山
やまもと

本  愛
あい 7

問　
旧
国
鉄
佐
賀
線
の
東
佐
賀
町
か

ら
大
財
六
丁
目
信
号
付
近
に
、
バ
ス

路
線
が
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
地
域

の
方
々
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
①

こ
の
場
所
に
バ
ス
路
線
の
新
設
の
検

討
を
②
新
設
を
検
討
し
て
い
る
路
線

は
、
具
体
的
に
ど
の
ル
ー
ト
を
通
る

か
。

答
　
①
祐
徳
自
動
車
株
式
会
社
か

ら
モ
ラ
ー
ジ
ュ
佐
賀
と
ゆ
め
タ
ウ

ン
佐
賀
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
の
新
設

を
検
討
し
て
い
る
と
の
話
を
受
け
、

本
市
も
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
、
東

佐
賀
町
と
大
財
付
近
を
通
る
旧
国

鉄
佐
賀
線
跡
辺
り
の
区
間
の
新
た

な
路
線
バ
ス
の
運
行
計
画
を
同
社

と
協
議
し
て
お
り
、
令
和
８
年
度

に
は
運
行
を
開
始
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
②
検
討
段

階
で
は
あ
る
が
、
田
代
二
丁
目
交

差
点
を
北
へ
進
み
、
マ
ル
キ
ョ
ウ

大
財
店
を
通
り
、
ほ
ほ
え
み
館
前

交
差
点
を
経
由
す
る
南
北
ル
ー
ト

で
調
整
を
進
め
て
い
る
。

中核市実現への理想の都市像を示せ

もっと暮らしやすいまちを私
たち自身で決める中核市へ！

問　
中
核
市
移
行
は
市
長
の
公
約
で

あ
り
、
公
約
は
市
民
へ
の
約
束
事
と

し
て
非
常
に
重
い
も
の
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
れ
ま
で
市
民
へ
の
周
知
も
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
。
特
別
委
員
会
で

示
さ
れ
た
将
来
像
も
抽
象
的
過
ぎ
る
。

市
長
と
し
て
、
具
体
的
に
中
核
市
で

ど
の
よ
う
な
市
政
、
都
市
像
を
実
現

し
た
い
の
か
。

答
　
目
指
す
理
想
像
は
、
市
民
を

中
心
に
、
同
心
円
状
に
市
、
県
、

国
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
で
市
民

の
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

で
あ
る
。
市
民
に
一
番
身
近
な
市

の
役
割
の
拡
大
で
、
市
の
強
み
で

あ
る
世
帯
情
報
も
生
か
し
、
子
育

て
、
福
祉
な
ど
、
今
ま
で
以
上
に

市
民
の
悩
み
を
丸
ご
と
受
け
止
め

る
、
寄
り
添
う
行
政
へ
と
進
化
さ

せ
る
。
ま
た
、
手
続
き
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
、
迅
速
化
、
相
談
支
援

の
充
実
に
加
え
、
広
域
連
携
や
新

た
な
行
政
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
独

自
の
施
策
展
開
な
ど
、
実
効
性
の

高
い
効
果
も
期
待
で
き
る
。
着
実

に
検
討
を
前
に
進
め
て
い
く
。

（自民さが）

江
え

頭
がしら

  弘
ひろ

美
み 5

子育て家庭の孤立をなくしたい！

「産後ドゥーラ」は産前産後の
母親に寄り添います

バス路線新設が望まれる
旧国鉄佐賀線

問　

産
前
産
後
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
は
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
①
産

後
の
母
親
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー
ト
マ

マ
の
利
用
者
が
少
な
い
が
課
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
②
産※
３

後

ド
ゥ
ー
ラ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
研

究
を
さ
れ
た
の
か
③
本
市
で
も
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
を
育
成
、
活
用
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
　
①
情
報
が
行
き
届
い
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
、
情
報
発
信
を

強
化
し
た
い
。
ま
た
急
な
対
応
が

難
し
い
た
め
、
利
用
者
目
線
に
立
っ

て
、
急
な
ニ
ー
ズ
へ
も
対
応
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
②
活
用
自
治

体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

ド
ゥ
ー
ラ
に
よ
る
家
事
・
育
児
・

相
談
対
応
な
ど
母
親
に
寄
り
添
っ

た
支
援
が
好
評
で
あ
り
、
産
前
産

後
の
母
親
へ
の
有
効
な
サ
ポ
ー
ト

と
な
り
得
る
こ
と
を
確
認
③
育
成

支
援
と
し
て
、
資
格
取
得
に
補
助

を
出
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
の
活
用
は
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 6

外来種対策に新技術導入を‼

繁茂面積が拡大する
ナガエツルノゲイトウ

問　
ク
リ
ー
ク
な
ど
に
繁
殖
す
る
特

定
外
来
種
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

は
、
生
態
系
や
農
業
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
。
除
去
が
進
ま
な
い
中
、
①
現

在
の
状
況
と
対
策
は
②
新
た
な
除
去
方

法
へ
の
取
り
組
み
は
③
次
世
代
技
術
と

し
て
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答
　
①
年
々
繁
茂
面
積
が
拡
大
し
、

令
和
元
年
度
の
約
５
万
平
方
㍍
に

対
し
て
今
年
度
は
約
14
万
平
方
㍍
。

定
着
す
る
と
根
絶
が
難
し
く
、
拡

大
を
防
ぐ
対
策
を
重
点
的
に
実
施

し
て
い
る
②
国
の
研
究
機
関
と
協

力
し
て
薬
剤
を
用
い
た
化
学
的
防

除
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
、
現

在
、
効
果
検
証
と
環
境
へ
の
影
響

評
価
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

③
根
気
強
く
継
続
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
の

新
技
術
を
含
め
た
低
コ
ス
ト
で
効

果
的
な
手
法
の
調
査
、
研
究
を
進

め
た
い
。
新
た
な
技
術
等
の
導
入

に
よ
り
適
切
な
水
面
の
維
持
管
理

を
推
進
し
た
い
。

（自民市政会）

藤
ふじ

井
い

  英
ひで

貴
き 8

※ 3 産後ドゥーラ…一般社団法人ドゥーラ協会から認定を受けた産前産後ケアの専門家。産前産後の女性特有のニーズ
に応え、母親の気持ちに寄り添ったサポート（家事、育児、相談・助言等）を行う。
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※ 4 金芽米…東洋ライス㈱独自の技術で、玄米の旨みや栄養が豊富な「亜糊粉層」と、胚芽の基底部（金芽）を

残して精米したお米。

コミュニケーションの壁をゼロに !
問　
市
は
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
心
つ
た
わ
る
条
例
に
よ
り
、
障

が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
二

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
①
手
話
リ
ン
ク
の

概
要
は
②
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
費
用
負

担
は
③
市
が
率
先
し
て
導
入
し
、
合

理
的
配
慮
の
取
り
組
み
と
し
て
市
内

企
業
へ
推
進
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
手
話
リ
ン
ク
は
、
電
話

リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
法
人
向
け
の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
は
、
聴
覚
や
発
話
に
困

難
の
あ
る
方
と
聞
こ
え
る
方
と
の

会
話
を
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

手
話
、
ま
た
は
文
字
と
音
声
を
相

互
に
通
訳
し
、
電
話
で
即
時
に
双

方
向
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
②
設
置
し
た
企
業
、
自

治
体
で
負
担
③
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
へ
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
利
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
は
大
切
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
企
業
に
お

け
る
導
入
の
推
進
に
つ
な
が
る
よ

う
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし 11

養護老人ホームの措置費改定を
問　
①
市
か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

支
払
う
措
置
費
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
は
消
費
税
率
の
改
定
等
に
対
応

し
改
定
す
る
よ
う
、
数
度
要
請
を
行
っ

て
き
た
が
、
市
の
改
定
状
況
は
②
ま

た
、
施
設
の
収
支
な
ど
を
確
認
し
、

自
治
体
独
自
の
改
定
を
行
う
よ
う
要

請
も
あ
っ
て
い
る
が
、
市
で
は
対
応

し
て
い
る
か
。　

答
　
①
消
費
税
率
が
10
％
に
な
っ

た
際
は
、
国
か
ら
事
務
連
絡
が
あ

り
、
そ
の
内
容
に
沿
っ
て
改
定
し

た
。
ま
た
、
職
員
の
処
遇
改
善
な

ど
に
つ
い
て
も
、
国
の
通
知
に
基

づ
い
て
順
次
改
定
を
行
っ
て
き
た

②
自
治
体
独
自
の
改
定
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
実
施
し
て
い
な
い
。
改

定
に
は
社
会
経
済
情
勢
や
地
域
の

実
情
等
を
勘
案
し
て
、
各
自
治
体

で
改
定
率
を
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
、
既
に
改
定
を
行
っ
た

自
治
体
の
改
定
内
容
を
調
査
し
、

近
隣
自
治
体
の
措
置
費
の
水
準
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
対
応
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一 9

妊産婦へ金芽米を届けよう！

佐賀県産の金芽米が広がれば
なぁ（写真はイメージ）

安心して働き、安心して暮ら
せるように

通常の電話窓口で
手話にも対応できるように

人も動物も環境も全ての
健康はつながっている

問　
妊
娠
期
の
栄
養
改
善
に
よ
っ
て

出
生
体
重
が
向
上
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
妊
婦
へ
栄
養
価
の
高
い

お
米
を
配
布
す
る
こ
と
は
、
低
出
生

体
重
児
の
減
少
や
将
来
的
に
発
達
障

が
い
抑
制
に
も
つ
な
が
り
、
も
っ
と

も
費
用
対
効
果
の
高
い
子
育
て
支
援

策
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

は
。　

答
　
妊
娠
届
出
時
や
家
庭
訪
問
時

等
の
妊
婦
と
面
談
す
る
機
会
を
捉

え
て
、
妊
産
婦
の
食
に
関
す
る
留

意
点
や
重
要
性
を
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
乳
児
検
診
や
乳
幼
児
健
康

相
談
の
会
場
に
栄
養
相
談
の
ブ
ー

ス
を
設
け
て
個
別
の
疑
問
や
不
安

に
も
対
応
し
て
い
る
。
金※

４

芽
米
に

限
ら
ず
栄
養
価
に
優
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
食
材
は
多
く
あ
り
、
そ

れ
ら
の
食
材
を
提
供
す
る
形
で
は

な
く
、
食
材
や
調
理
の
仕
方
を
紹

介
し
な
が
ら
、
妊
産
婦
に
必
要
な

食
と
栄
養
に
つ
い
て
、
今
後
も
丁

寧
に
お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
お
母

さ
ん
の
健
康
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や

か
な
発
育
を
支
援
し
た
い
。

（参政党）

山
やました

下  勝
かつ

也
や 10

人も動物も環境も、健康はひとつ （自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 12

問　
人
の
健
康
、
動
物
の
健
康
、
環

境
の
健
全
性
を
一
体
的
に
守
る
こ
と

で
社
会
全
体
の
安
全
と
安
心
を
確
保

す
る
と
い
う
考
え
方
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
」

に
つ
い
て
①
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
②
ペ
ッ
ト
避
難
所
の
拡

充
は
で
き
な
い
か
③
野
生
動
物
か
ら

家
畜
へ
の
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
の
取

り
組
み
は
。

答
　
①
人
、
動
物
、
環
境
の
分
野

横
断
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
佐
賀

の
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
人
の
健

康
や
動
物
と
の
共
生
を
推
進
し
、

持
続
可
能
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
②
民
間
施

設
を
開
設
場
所
の
候
補
と
す
る
な

ど
、
拡
充
に
向
け
た
検
討
を
継
続

し
て
い
き
た
い
③
野
生
イ
ノ
シ
シ

の
豚
熱
感
染
の
確
認
を
受
け
て
、

県
と
連
携
し
、
家
畜
養
豚
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
野
生
イ
ノ
シ
シ
へ

の
経
口
ワ
ク
チ
ン
の
散
布
を
行
っ

て
い
る
。
豚
熱
以
外
で
も
、
畜
産

農
家
の
牛
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

消
毒
液
の
購
入
補
助
や
防
疫
資
材

等
の
配
布
を
実
施
し
て
い
る
。
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下水道使用料の値上げの問題

市が設置している
小動物保管庫と祭壇

正確な実態把握こそ
適切な施策の力

問　
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会

で
の
委
員
の
意
見
と
し
て
「
老
朽
管

の
改
修
な
ど
資
金
が
不
足
す
る
か
ら

上
げ
る
と
感
じ
る
。
計
画
を
見
直
し

た
上
で
こ
こ
ま
で
努
力
し
て
足
り
ま

せ
ん
と
言
う
数
字
が
出
な
い
と
難
し

い
」
と
の
発
言
だ
っ
た
が
、
今
回
の

下
水
道
使
用
料
の
平
均
９
・
25
％
値

上
げ
の
根
拠
は
。

答
　
下
水
道
は
市
民
生
活
に
お
い

て
一
日
も
止
め
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
で
、
老
朽
化
し
た
施
設

の
改
修
は
確
実
に
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
予

算
を
平
準
化
し
な
が
ら
計
画
的
、
効

率
的
に
実
施
す
る
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
施
設
の
延
命
や
費
用

の
抑
制
を
図
っ
て
い
る
。
施
設
の
老

朽
化
対
策
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
を

し
っ
か
り
行
い
な
が
ら
、
一
方
で
市

民
へ
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

こ
と
に
も
配
慮
し
た
上
で
一
定
の
資

金
を
確
保
す
る
た
め
の
改
定
率
で
あ

る
。

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 15

学童保育の待機児童過小報告問題は
問　
市
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
６

年
生
ま
で
受
け
入
れ
を
条
例
で
定
め

な
が
ら
、
４
年
生
以
上
の
受
入
れ
困

難
な
校
区
の
申
込
み
を
受
け
付
け
ず
、

国
へ
の
報
告
に
も
反
映
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
国
の
統
計
へ
の

信
頼
を
損
ね
、
待
機
児
童
の
実
態
把

握
と
フ
ォ
ロ
ー
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
は
。

答
　
市
の
報
告
方
法
に
つ
い
て
、

統
計
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
件

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
適
切
に

対
応
し
た
い
。
ま
た
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
手
続
き
に
つ
い

て
、
明
ら
か
に
受
け
皿
が
不
足
す
る

校
区
も
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
は

保
護
者
の
手
続
き
の
負
担
等
を
考

え
、
受
入
れ
が
難
し
い
学
年
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ

ら
の
校
区
に
お
い
て
も
高
学
年
の
利

用
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
対
象
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

（市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
こ 13

ペットの終生飼養と地域支援 （ネットワーク佐賀）

藤
ふじ

田
た

  佳
よしのり

典 14

問　
①
飼
い
主
死
亡
時
等
の
ペ
ッ
ト

の
取
り
扱
い
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
認
識
は
②
飼
い
主
死
亡
時
等
に

市
が
ペ
ッ
ト
を
引
き
取
る
制
度
は
あ

る
か
③
ペ
ッ
ト
の
遺
体
や
遺
骨
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
公
的
に
引
き
取
り
・

火
葬
・
供
養
す
る
よ
う
な
制
度
は
あ

る
か
④
ペ
ッ
ト
後
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
は
。

答
　
①
高
齢
者
単
身
世
帯
の
増
加

や
ペ
ッ
ト
の
長
寿
命
化
等
に
よ
り
、

ペ
ッ
ト
を
飼
い
続
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
今
後
増
加
す
る
と
認
識
し
て

い
る
②
市
で
動
物
を
保
護
、
収
容
す

る
施
設
は
保
有
し
て
い
な
い
た
め
、

状
況
に
応
じ
て
佐
賀
中
部
保
健
福
祉

事
務
所
等
を
案
内
し
て
い
る
③
市
で

ペ
ッ
ト
専
用
の
火
葬
炉
は
保
有
し
て

お
ら
ず
、
遺
体
等
は
清
掃
工
場
へ
持

ち
込
み
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
、
既

設
の
祭
壇
で
線
香
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
④
本
市
に
は
終
生
飼
養
を
引

き
受
け
る
施
設
等
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
各
自
で
引
受
先
等
を
確
保
す

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

カスタマーハラスメントをなくそう
問　
来
年
施
行
さ
れ
る
労
働
政
策
総

合
推
進
法
で
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
「
雇
用
管
理
上
の
措
置

義
務
」
と
な
り
、
事
業
者
は
も
ち
ろ

ん
市
役
所
も
対
応
が
必
要
に
な
る
が
、

民
間
の
対
応
を
後
押
し
す
る
た
め
に

も
法
改
正
を
踏
ま
え
た
市
と
し
て
の

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
ク
レ
ー
ム
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
職
員
を
対
象
と
し
た
各
種

研
修
の
実
施
、
通
話
録
音
お
よ
び
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
試
験
運
用
等
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を

組
織
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
対

応
す
る
職
員
だ
け
で
な
く
、管
理
職
、

監
督
職
が
し
っ
か
り
と
関
わ
り
、
一

貫
し
て
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
今
回
の
法
改
正
を
踏
ま

え
た
対
応
方
針
の
策
定
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
策
定
後
は
速
や
か
に
周

知
を
図
り
、
民
間
事
業
者
等
で
の
対

策
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（ネットワーク佐賀）

草
くさ

場
ば

  健
けん

次
じ 16

生活に欠かせない下水道の
工事（写真はイメージ）

お互いを尊重し合う
社会の実現へ
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さらなる森林整備を目指して

適切な森林整備は
私たちの生活を豊かにします

多布施川の石井樋公園

問　
森
林
は
公
益
的
な
機
能
を
有
し
、

そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
適

切
な
森
林
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
本

市
で
は
人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
林
業
従
事
者
は
減
少
傾
向

と
な
っ
て
い
る
。
戦
略
的
に
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
基
本
計
画
に
お
い

て
就
業
者
数
を
目
標
値
に
設
定
で
き

な
い
か
。

答
　
森
林
の
適
正
な
管
理
を
進
め

る
た
め
に
、
林
業
従
事
者
の
確
保

は
、
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
の
森
林

は
収
穫
期
を
迎
え
て
お
り
、
間
伐

中
心
か
ら
、
主
伐
中
心
の
森
林
整

備
へ
移
行
す
る
こ
と
や
、
ス
マ
ー

ト
林
業
機
器
の
導
入
等
に
よ
る
作

業
効
率
化
に
よ
っ
て
、
必
要
な
林

業
従
事
者
数
は
変
動
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
今
後
は
、
森
林
所
有
者

や
林
業
事
業
体
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え

な
が
ら
、
現
実
的
か
つ
適
正
な
成

果
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 18

放課後等デイサービス利用の現状は

放デイ利用により児童が適切
な支援が受けられるように

問　
「
佐
賀
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
踏
ま
え
て
①
児
童
に
合
っ
た

放
デ
イ
事
業
所
を
選
択
す
る
際
の
支

援
は
②
相
談
支
援
専
門
員
の
専
門
性

や
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
研
修
は
③

放
デ
イ
事
業
所
と
学
校
と
の
連
携
の

重
要
性
に
つ
い
て
④
学
校
か
ら
の
送

迎
時
等
の
安
全
面
配
慮
に
つ
い
て
。

答
　
①
実
務
経
験
と
専
門
知
識
を

有
す
る
相
談
支
援
専
門
員
の
活
用

に
よ
り
、
課
題
の
解
決
や
子
ど
も

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
つ
な
げ
て
い
る
②
佐

賀
地
区
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
が
行
う
研
修
や
相
談
支

援
連
絡
会
等
に
よ
り
専
門
性
の
強

化
や
実
務
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
③
学
校
関
係
者
へ
の
研
修
会

の
実
施
や
学
校
と
事
業
所
の
連
携

の
場
を
通
し
て
、
個
別
の
状
況
に

応
じ
た
調
整
や
情
報
共
有
が
で
き

て
い
る
④
学
校
の
規
模
や
児
童
・

生
徒
の
状
態
等
を
踏
ま
え
て
引
渡

し
方
法
を
工
夫
し
、
事
業
所
と
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

（自民市政会）

岡
おかやま

山  香
か

織
おり 20

どうする？まちなかのムクドリ対策

ムクドリ対策の
フクロウの置き物

問　
①
ま
ち
な
か
で
ム
ク
ド
リ
が
増

え
た
よ
う
に
思
え
る
が
市
の
見
解
は
②

ム
ク
ド
リ
の
被
害
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
③
ム
ク
ド
リ
被
害
に
つ
い
て

対
症
療
法
で
は
な
く
根
本
的
治
療
と
し

て
個
体
数
を
減
ら
す
べ
き
と
思
う
が
④

ム
ク
ド
リ
に
対
し
て
分
析
・
調
査
を
す

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
。

答
　
①
生
息
数
調
査
は
し
て
お
ら

ず
、
増
加
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判

断
材
料
は
持
た
な
い
が
、
今
年
度
は

駅
北
通
り
で
少
な
く
、
中
央
大
通
り

を
ね
ぐ
ら
と
す
る
数
が
多
か
っ
た
②

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
の
追
い
払
い
や
電

線
に
鳥
害
防
止
器
を
設
置
し
、
ね
ぐ

ら
と
さ
せ
な
い
対
策
を
し
て
き
た
。

今
年
度
は
猛
禽
類
で
あ
る
フ
ク
ロ
ウ

の
模
型
を
ム
ク
ド
リ
が
多
く
集
ま
る

付
近
の
照
明
灯
に
試
験
的
に
設
置
し

て
い
る
③
ま
ち
な
か
で
猟
銃
や
網
な

ど
に
よ
る
駆
除
を
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
る
④
被
害
状
況
や
他
市
の
事
例

な
ど
情
報
収
集
し
つ
つ
、
有
効
な
対

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし 17

魅力ある、多布施川河畔公園に‼
問　
利
用
者
・
観
光
者
が
安
全
に
安

心
し
て
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
多
布
施
川
河
畔
公
園
が
目
指
さ
れ

る
。
①
自
転
車
・
歩
行
者
専
用
道
路

の
維
持
管
理
は
②
公
園
内
の
掲
示
物
、

案
内
板
の
管
理
体
制
は
③
公
園
内
の

清
掃
、
維
持
管
理
の
考
え
方
は
④
水

歴
史
広
場
内
の
老
朽
化
が
進
む
健
康

遊
具
の
更
新
は
。

答
　
①
定
期
的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
損
傷
が
著
し
い
場

所
は
適
宜
修
繕
を
行
う
か
、
県
が

管
理
す
る
区
間
に
お
い
て
は
県
へ

連
絡
し
て
い
る
②
市
職
員
や
公
園

巡
視
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
施
設
点
検

は
、
危
険
が
な
い
か
を
重
点
と
し

て
い
た
。
今
後
は
掲
示
物
等
の
対

応
も
考
え
て
い
き
た
い
③
エ
リ
ア

を
分
け
て
清
掃
し
て
い
る
が
、
範

囲
が
広
く
汚
れ
を
見
逃
す
場
合
が

あ
る
。
全
体
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
体
制
に
し
た
い
④
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
定
期
点
検
で
、
状
態

の
悪
い
遊
具
か
ら
更
新
し
て
い
る
。

今
年
度
の
定
期
点
検
で
は
３
基
更

新
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

（公明党）

吉
よしかわ

川  正
せいごう

剛 19
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企業の市外流出を防げ

ノリがある食卓をいつまでも

企業の拡張にもしっかりとした
サポートを

問　

産
業
団
地
の
検
討
が
進
む
中
、

既
存
企
業
の
用
地
ニ
ー
ズ
等
の
要
望

把
握
も
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
な
基
本
方
針
を
も
っ
て
企
業
誘
致

に
取
り
組
む
の
か
。
ま
た
、
企
業
の

拡
張
に
あ
た
っ
て
隣
接
地
が
農
用
地

の
た
め
、
市
外
へ
の
移
転
を
検
討
さ

れ
て
い
る
企
業
が
あ
る
と
聞
く
が
、

対
応
が
不
十
分
で
は
。

答
　
本
市
の
企
業
誘
致
の
方
針
は
、

立
地
を
伴
う
も
の
は
、
開
発
計
画
中

の
産
業
団
地
へ
の
立
地
促
進
を
中
心

に
据
え
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
産
業
団
地
の
整
備
で
は
、

区
画
や
イ
ン
フ
ラ
の
柔
軟
な
提
供
な

ど
、
産
業
用
地
と
し
て
の
魅
力
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。
既
存
企
業
か
ら

の
ニ
ー
ズ
も
大
変
重
要
と
考
え
て
お

り
、
要
望
な
ど
を
把
握
し
、
誘
致
施

策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
企
業
等

か
ら
農※

２
振
除
外
の
相
談
が
多
数
あ
る

が
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

要
件
が
異
な
る
た
め
、
関
係
部
署
と

確
認
や
連
携
を
取
り
な
が
ら
相
談
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

（自民清流）

平
ひらばる

原  嘉
よしのり

德 23

学校運営協議会の設置拡大を
問　

今
日
の
学
校
現
場
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
に
対
応
す
る

こ
と
は
子
ど
も
の
成
長
過
程
に
お
い

て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
地
域
の
力
、

地
域
の
支
援
に
よ
っ
て
そ
の
効
果
を

増
進
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ

の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
学
校
運
営

協
議
会
の
市
内
全
校
へ
の
設
置
に
つ

い
て
問
う
。

答
　
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
見

を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
学
校
運

営
協
議
会
を
設
置
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た

重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
最
終

的
に
は
全
て
の
学
校
で
の
導
入
を
目

指
し
て
い
る
が
、
制
度
導
入
が
目
的

で
は
な
く
、
継
続
的
な
運
営
が
何
よ

り
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
機
運
の

高
ま
っ
た
地
域
や
学
校
か
ら
段
階
的

に
導
入
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
市

独
自
の
立
ち
上
げ
支
援
制
度
で
あ
る

地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度

等
を
活
用
し
な
が
ら
、
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

（自民市政会）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 21

有明海の漁業振興・ノリの安定生産 （自民さが）

川
かわそえ

副  龍
りゅう

之
の

介
すけ 22

問　
①
ノ
リ
の
国
内
生
産
量
が
減
少

す
る
中
、
韓
国
、
中
国
か
ら
の
輸
入

量
の
推
移
は
②
海
水
温
に
関
係
な
く

種
付
け
で
き
る
陸
上
種
苗
普
及
の
考

え
は
③
ス
マ
ー
ト
水
産
業
の
活
用
状

況
は
④
企
業
に
よ
る
陸
上
養
殖
技
術

の
向
上
と
技
術
確
立
が
進
む
中
、
ノ

リ
の
主
要
産
地
自
治
体
と
し
て
状
況

を
見
知
す
べ
き
で
は
。

答
　
①
韓
国
、
中
国
か
ら
の
輸
入

量
は
と
も
に
増
加
傾
向
で
あ
る
②
情

報
収
集
や
漁
協
と
の
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
気
候
変
動
等
に
対
応

し
た
新
た
な
技
術
の
導
入
支
援
や
施

設
設
備
へ
の
支
援
な
ど
も
検
討
し
た

い
③
県
は
海
水
温
等
を
４
日
先
ま
で

予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
養
殖

管
理
支
援
と
し
て
情
報
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
栄
養
剤
添
加
の
自
動
化
も

検
討
さ
れ
て
い
る
④
現
在
、
ノ
リ
養

殖
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

い
。
様
々
な
先
進
的
な
取
り
組
み
や

事
例
に
つ
い
て
視
察
な
ど
を
通
じ
た

情
報
収
集
を
行
い
、
漁
業
環
境
の
改

善
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

４月からも小学校給食の無償化を！
問　

①
物
価
高
騰
を
受
け
、
小
学

校
給
食
費
が
３
学
期
分
は
無
償
化
と

な
っ
た
。
４
月
以
降
、
再
び
有
償
と

な
る
の
は
受
け
入
れ
が
た
い
が
、
見

通
し
は
②
現
在
１
食
あ
た
り
３
１
０

円
に
設
定
さ
れ
て
い
る
食
材
費
で
、

物
価
高
騰
の
中
こ
れ
ま
で
提
供
さ
れ

て
き
た
給
食
の
質
や
量
が
維
持
で
き

る
の
か
。

答
　
①
令
和
８
年
度
か
ら
の
小
学

校
の
給
食
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
国
か
ら
詳
細
な
制
度
設
計

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
情
報
を
積
極

的
に
収
集
し
て
い
き
た
い
②
物
価
高

騰
の
影
響
で
給
食
の
食
材
価
格
も
上

昇
し
て
お
り
、
本
市
で
は
令
和
４
年

度
か
ら
給
食
へ
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
給
食
の
質
と
量
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
食
材
価
格
の
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
給
食
費
の
設
定
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
も
物
価
の
状
況
等
を
注

視
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
給

食
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
て
給
食
費
の
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

（ネットワーク佐賀）

德
とくなが

永  文
ふみ

子
こ 24

子どもたちの
よりよい成長のために

質・量ともに豊かで、
おいしい給食を

※ 2 農振除外…農業振興地域内の農用地区域（通称「青地」）に指定された農地を、住宅建設や駐車場、資材置場など
農業以外の目的に利用する際に、その地域指定から外すための手続き。



15 さが市議会だより第 93号（令和 7年 12月定例会）

佐賀市が捕獲したアライグマ

バルーンフェスタ　次回の対策は？
問　

来
場
者
ピ
ー
ク
時
の
ト
イ
レ
、

通
信
環
境
の
混
雑
は
改
善
が
必
要
。

ま
た
、
対
岸
（
久
保
田
町
）
側
は
通

行
制
限
区
域
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

許
可
さ
れ
て
い
な
い
車
両
の
侵
入
や

違
法
駐
車
が
増
え
て
お
り
、
警
備
員

配
置
の
再
考
や
コ
ー
ン
・
バ
ー
の
設

置
な
ど
が
地
元
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
。
対
策
は
。

答
　
競
技
終
了
時
等
の
一
時
的

な
ト
イ
レ
利
用
者
の
集
中
や
通
信

環
境
の
確
保
に
つ
い
て
は
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
会

場
内
配
置
の
見
直
し
検
討
や
通
信

キ
ャ
リ
ア
と
の
協
議
を
行
い
改
善

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
会
場
周
辺
に
お
け
る
交
通
渋

滞
や
路
上
駐
車
対
策
等
は
、
バ
ル
ー

ン
フ
ェ
ス
タ
を
安
全
か
つ
円
滑
に

開
催
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
課

題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
来

年
の
大
会
に
向
け
て
は
、
コ
ー
ン

や
バ
ー
等
の
設
置
や
周
辺
自
治
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
対

策
の
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（自民市政会）

山
やま

田
だ

  宏
こういちろう

一郎 26

もっと身近に頼れる病児保育へ

共働き世帯の心身の負担軽減
のために！

問　
①
病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
利

用
状
況
は
②
利
用
し
た
く
て
も
、
紙

媒
体
で
の
申
請
、
空
き
状
況
の
電
話

確
認
等
、
多
忙
な
保
護
者
に
は
手
続

き
の
負
担
が
非
常
に
大
き
い
の
で
は

③
感
染
症
に
よ
る
発
熱
時
は
利
用
で

き
な
い
等
、
運
用
面
の
課
題
は
④
Ｉ

Ｃ
Ｔ
導
入
等
、
手
続
き
の
簡
素
化
が

必
要
で
は
。

答
　
①
現
在
の
利
用
者
数
は
コ
ロ

ナ
禍
前
よ
り
減
少
。
在
宅
勤
務
の

普
及
や
休
業
制
度
の
拡
充
も
一
因

だ
が
、
一
方
で
制
度
や
利
用
方
法

の
浸
透
不
足
、
手
続
き
の
煩
雑
さ

か
ら
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

も
考
え
ら
れ
、
制
度
周
知
や
利
用

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

②
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
、
医
師

や
保
育
室
ス
タ
ッ
フ
と
協
議
し
て

い
く
③
感
染
症
の
急
性
期
は
病
状

が
急
変
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

医
師
の
判
断
を
仰
い
で
い
る
④
他

自
治
体
の
予
約
シ
ス
テ
ム
の
状
況

も
参
考
に
し
た
い
。
利
用
者
の
利

便
性
向
上
は
重
要
で
、
引
き
続
き

簡
素
化
等
考
え
る
。

（STEP-UP FOR SAGA）

南
なん

里
り

  朱
あけ

美
み 28

南部エリア開発構想の推進に向けて

佐賀市南部エリア開発構想の
「将来像」

対岸（久保田町）側は
路上の違法駐車が目立つ

問　
①
産
業
集
積
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
②
開
発
を
進
め

て
い
く
際
に
は
、
農
地
の
代
替
等
と

い
っ
た
農
地
保
全
に
向
け
て
行
政
が
一

体
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
手
立
て
が

必
要
で
は
③
構
想
の
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
に
実
行
計
画
を
策
定
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
①
半
導
体
関
連
産
業
を
は
じ

め
、
医
療
・
医
薬
品
、
輸
送
用
機
械
、

食
品
関
連
な
ど
地
域
経
済
を
牽
引
す

る
分
野
を
中
心
に
、
企
業
間
連
携
に

よ
る
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
、
地

元
企
業
へ
の
波
及
効
果
の
拡
大
、
雇

用
創
出
と
地
域
所
得
の
底
上
げ
を
図

り
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
成
長
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
②
必
要
に
応
じ

て
庁
内
の
関
係
部
署
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
必
要
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
③
産
業
拠
点
、
交
流

拠
点
、
民
間
投
資
促
進
ゾ
ー
ン
そ
れ

ぞ
れ
の
具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
つ
い
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

（公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 25

アライグマの生活環境被害実態は
問　
市
民
の
方
か
ら
生
活
環
境
被
害

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
①
直
近

３
年
間
の
捕
獲
頭
数
の
推
移
お
よ
び

被
害
状
況
は
②
捕
獲
頭
数
の
多
い
校

区
は
③
箱
わ
な
貸
与
手
順
は
④
被
害

軽
減
の
た
め
に
個
体
数
を
減
ら
す
新

た
な
対
策
は
。

答
　
①
令
和
４
年
度
１
４
２
頭
、

令
和
５
年
度
２
４
６
頭
、
令
和
６

年
度
２
７
１
頭
。
家
屋
侵
入
や
家

庭
菜
園
の
作
物
被
害
等
が
あ
る
②

南
川
副
、
西
川
副
、
嘉
瀬
な
ど
の

南
部
地
域
③
現
場
を
確
認
し
た
上

で
貸
し
出
す
。
一
般
の
方
で
も
安

全
管
理
等
の
現
地
講
習
を
受
け
、

捕
獲
従
事
者
と
し
て
捕
獲
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
④
被
害
発
生

前
に
生
息
地
域
に
わ
な
を
仕
掛
け

る
対
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

強
化
策
と
し
て
、
佐
賀
市
環
境
保

健
推
進
協
議
会
を
通
じ
て
自
治
会

に
協
力
を
依
頼
。
箱
わ
な
を
自
治

会
に
貸
し
出
し
、
日
常
管
理
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
。

（ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

  由
ゆ り こ

里子 27
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議会報告会～アンケート結果のご紹介～
　今年度は5月から6月にかけて市内10カ所で開催しました。多数の方にご参加いただき、本当にありがとう
ございました。各会場でご記載いただいたアンケートの主な結果や、報告会に対するご意見をご紹介いたしま
す。皆さんからのご意見は、次回以降の報告会開催の参考とさせていただきます。ご協力ありがとうございま
した。

今日の議会報告会はいかがでしたか？問

あなたの年齢は？問

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無回答

さが市議会だより
市報さが
回覧板
地域団体

まちづくり協議会
議員からの紹介

市議会ホームページ
チラシ

議員のSNS
市議会Facebook

ポスター
ラジオ

満足

だいたい満足

どちらともいえない

少し不満

不満

無回答

1 96
61
60

40
33

19
17

8
4
3
3
2

3
6
9

33
48

13
1

59

39
81

37
5

3
8

この議会報告会を何によって知りましたか？問

令和 7年 5月 24日　松梅公民館の様子

主なご意見

・文章を読むだけでなく、生の説明を聞くことができ、非常にわかりやすかった。
・休日の開催はよかった。夜の時間帯をお願いしたい。
・資料は紙だけでなく映像や写真などを活用していただくと分かりやすいのではないか。
・意見交換の時間を増やしてほしい。
・普段聞くことがない市の行政についてや、他の方が考えていることを聞くことができてよかった。
・市民の要望を行政に確実に伝達してください。

※アンケート集計結果および自由意見の詳細はホームページに掲載。

来ていい・居ていい児童館

気軽に行ける「居ても良い場
所」があるといいな…

問　
①
児
童
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示

す
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
の
機
能

と
役
割
に
つ
い
て
本
市
の
現
状
は
②

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
学
校
・
家
庭

以
外
の
居
場
所
と
し
て
児
童
館
・
児

童
セ
ン
タ
ー
を
「
居
て
も
良
い
場
所
」

と
で
き
な
い
か
③
建
物
や
事
業
充
実

に
お
い
て
国
や
県
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

の
活
用
状
況
は
。

答
　
①
各
施
設
に
は
、
児
童
の
遊

び
を
指
導
す
る
専
門
職
員
が
在
籍

し
、
読
み
聞
か
せ
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
活
動
内

容
は
、
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
の
発
達
の
増
進
や
子
育
て

支
援
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

②
不
登
校
な
ど
悩
み
を
抱
え
る
子

ど
も
に
と
っ
て
、
安
心
で
き
る
居

場
所
と
な
る
よ
う
配
慮
し
、
今
後

も
大
切
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
努

め
た
い
③
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
施

設
の
移
転
整
備
に
は
、
国
や
県
の

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
。
今
後
も

こ
れ
ら
を
有
効
に
生
か
し
、
取
り

組
み
の
充
実
を
図
り
た
い
。

（自民市政会）

山
やまさき

崎  純
じゅん 29
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議長の主な活動議長の主な活動

議会トピックス

12 月定例会において、地方自治法に基づく協議・調整の場として「佐賀駐屯地対策協議会」
が設置されました。
◎会長　○副会長 

　10 月 29 日（水）、10 月臨時会の開会日の夕
方、議員一同で「2025 サガ・ライトファンタジー
バルーンフェスタ前夜祭」に参加しました。
　幻想的な光で彩った夕闇の街を、佐賀インター
ナショナルバルーンフェスタに参加する熱気球
のパイロット・クルーとともにパレードを歩き
ました。会場は地域住民や観光客ら多くの人が
集まり賑わいを見せていました。

昨年 10 月 29 日の 10 月臨時会の開会日の議長就任か
ら 12 月定例会までの議長の主な活動を紹介します。

佐賀駐屯地対策協議会の設置について

◎
黒
田　
利
人

○
重
松　
　
徹

　
山
本　
　
愛

　
德
永　
文
子

　
諸
冨
八
千
代

　
稲
葉　
嵩
広

　
江
原　
新
子

　
中
島　
妙
子

　
江
頭　
弘
美

『2025サガ・ライトファンタジー　バルーンフェスタ前夜祭』
に参加しました！！

10 月 30 日（木） 2025 佐賀インターナショナルバルーンフェス
タ開会式（嘉瀬川河川敷）

11 月　4 日（火） 2025 佐賀インターナショナルバルーンフェス
タ表彰式および閉会式（ホテルマリターレ創世）

11 月　5 日（水） 全国市議会議長会第 242 回理事会・第 120 回
評議員会（東京都千代田区）

11 月　6 日（木） 市議会議員共済会第 2 回理事会（東京都千代田
区）

11 月 10 日（月）
     11 日（火）

都道府県庁所在都市議長会第 37 回定期総会
（滋賀県大津市）

11 月 16 日（日） SAGA 久光スプリングス佐賀市ゲームデー
（SAGA アリーナ）

（都道府県庁所在都市議長会の様子）
左から松永佐賀市議会議長、　草野大津市議会議長、
奈良岡青森市議会議長
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１番　　南
なん

 里
り

　朱
あけ

 美
み

５番　　江
え

 口
ぐち

　由
ゆ

 里
り

 子
こ

９番　　中
なか

 尾
お

　和
かず

 幸
ゆき

１３番　　御
み

 厨
くりや

　洋
ひろ

 行
ゆき

２６番　松
まつ

 永
なが

　幹
みき

 哉
や

３番　　山
やま

 田
だ

　宏
こう

 一
いち

 郎
ろう

７番　　德
とく

 永
なが

　文
ふみ

 子
こ

１１番　　岡
おか

 山
やま

　香
か

 織
おり

１５番　永
なが

 渕
ふち

　史
ふみ

 孝
たか

４番　　山
やま

 下
した

　勝
かつ

 也
や

８番　　吉
よし

 川
かわ

　正
せい

 剛
ごう

 

１２番　　藤
ふじ

 井
い

　英
ひで

 貴
き

２番　　山
やま

 本
もと

　　愛
あい

６番　　草
くさ

 場
ば

　健
けん

 次
じ

１０番　　山
やま

 崎
さき

　　純
じゅん

１４番　　西
にし

 岡
おか

　真
しん

 一
いち

議員の紹介
佐賀市の

まちづく
りの

ために頑
張ります

！

【質問項目】①所属会派等、②合併後の当選回数、③居住地区、
④所属常任委員会、議会運営委員会（委員長は◎、副委員長は〇）、
⑤趣味・特技、　　　座右の銘

令和7年10月に選挙を終え、新たな顔ぶれで佐賀市議会は
始まりました。
佐賀市議会議員の36人を議席番号順に紹介します。

①日本共産党　② 1 回
③循誘　④福祉生活委員会
⑤佐賀のおいしい食べ物の
発掘

①ネットワーク佐賀
② 1 回　③高木瀬
④総務委員会
⑤ジョギング

①自民清流　② 3 回
③金立
④福祉生活委員会◎
⑤トランペット（リハビリ中）

①自民市政会　② 1 回
③嘉瀬
④産業建設委員会
⑤家庭菜園、カラオケ

①自民市政会　② 1 回
③赤松
④福祉生活委員会
⑤図書館巡り、合唱・合奏

①自民清流　② 3 回
③神野
④教育環境委員会
⑤100Ｍ13秒台で走れます

①自民市政会　② 1 回
③川副
④教育環境委員会
⑤ドライブ

①自民さが　② 1 回
③川副
④総務委員会　
⑤音楽鑑賞、野球

①公明党　② 1 回
③高木瀬
④総務委員会　
⑤ドラム、サーフィン

①ネットワーク佐賀
② 1 回　③兵庫
④教育環境委員会　
⑤海外ドラマ鑑賞

①ネットワーク佐賀
② 1 回　③川副
④福祉生活委員会
⑤家族旅行でのんびりする

①参政党　② 1 回
③兵庫　④産業建設委員会
⑤ソフトテニス、神社仏閣
巡り

①自民市政会　② 1 回
③久保田
④総務委員会　
⑤読書、テニス、日本酒

① STEP-UP FOR SAGA
② 1 回　③鍋島
④総務委員会
⑤ウオーキング、ごみ拾い

①自民市政会　② 4 回
③若楠
④福祉生活委員会　
⑤大好きな映画を何度も見る

①自民さが　② 5 回
③松梅
④教育環境委員会
⑤温泉、剣道三段

心
配
す
る
な

　
　
　
　
工
夫
せ
よ

井
の
中
の
蛙

　
　
大
海
を
知
ら
ず

武
士
道
と
い
う
は

死
ぬ
事
と
見
付
け
た
り

不
安
の
大
き
さ
は

　
　
　
夢
の
大
き
さ

有ゆ
う
志し

有ゆ
う
途と

挑
む
者
に

　
　
　
道
は
開
け
る

日ひ

び々

是こ
れ
好こ

う
日じ

つ

信
は
力
な
り

生
涯
青
春
・
生
涯
挑
戦

苦
し
い
時
は
登
り
坂

継
続
は
力
な
り

忠ち
ゅ
う
じ
ょ恕

の
心こ

こ
ろ

見
賢
思
斉
焉
、

　
見
不
賢
而
内
自
省
也

成
果
と
は

　
外
の
世
界
に
あ
る

友
あ
る
も
の
は

　
　
敗
残
者
で
は
な
い

和
を
以
て
貴
し
と
為
す

議長副議長
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１８番　　川
かわ

 﨑
さき

　健
けん

 二
じ

２２番　　藤
ふじ

 田
た

　佳
よし

 典
のり

２７番　　川
かわ

 副
そえ

　龍
りゅう

 之
の

 介
すけ

３１番　　重
しげ

 松
まつ

　　徹
とおる

３５番　　千
ち

 綿
わた

　正
まさ

 明
あき

１６番　　諸
もろ

 冨
どみ

　八
や

 千
ち

 代
よ

２０番　　江
え

 原
はら

　新
しん

 子
こ

２４番　　村
むら

 岡
おか

　　卓
たかし

２９番　　山
やま

 口
ぐち

　弘
ひろ

 展
のぶ

３３番　　黒
くろ

 田
だ

　利
とし

 人
と

１７番　　稲
いな

 葉
ば

　嵩
たか

 広
ひろ

２１番　　中
なか

 島
しま

　妙
たえ

 子
こ

２５番　　野
の

 中
なか

　宣
のぶ

 明
あき

３０番　　重
しげ

 田
た

　音
なる

 彦
ひこ

３４番　　山
やま

 下
した

　明
あき

 子
こ

１９番　　宮
みや

 﨑
ざき

　　健
たけし

２３番　　山
やま

 田
だ

　誠
せい

 一
いち

 郎
ろう

２８番　　江
え

 頭
がしら

　弘
ひろ

 美
み

３２番　　平
ひら

 原
ばる

　嘉
よし

 德
のり

３６番　　西
にし

 岡
おか

　義
よし

 広
ひろ

議員の紹介
佐賀市の

まちづく
りの

ために頑
張ります

！

【質問項目】①所属会派等、②合併後の当選回数、③居住地区、
④所属常任委員会、議会運営委員会（委員長は◎、副委員長は〇）、
⑤趣味・特技、　　　座右の銘

令和7年10月に選挙を終え、新たな顔ぶれで佐賀市議会は
始まりました。
佐賀市議会議員の36人を議席番号順に紹介します。

①自民さが　② 2 回
③神野
④教育環境委員会
⑤天衝舞浮立、統計解析

①ネットワーク佐賀
② 5 回　③東与賀
④産業建設委員会、議会運
営委員会〇
⑤日曜大工、ガーデニング

①自民清流　② 6 回
③春日北
④産業建設委員会
⑤スポーツ観戦

①自民さが　② 6 回
③北川副　④産業建設委員会
⑤パークゴルフ、ウオーキ
ング

①自民さが　② 6 回
③鍋島
④教育環境委員会、議会運
営委員会　⑤読書（歴史）

①市民共同　② 6 回
③勧興　④福祉生活委員会
⑤映画・舞台鑑賞、音声ガ
イド

①自民市政会　② 6 回
③新栄
④産業建設委員会◎　
⑤神社・仏閣巡り

①自民市政会　② 6 回
③北山
④産業建設委員会、議会運
営委員会　⑤読書

①自民市政会　② 6 回
③久保泉
④教育環境委員会、議会運
営委員会　⑤庭いじり

①自民清流　② 6 回
③東与賀　④総務委員会、
議会運営委員会　⑤おやじ
バンド（35年間）、手品

①自民さが　② 6 回
③諸富北　④総務委員会、
議会運営委員会
⑤ドライブ、読書、温泉巡り

①ネットワーク佐賀
② 2 回　③北川副
④教育環境委員会〇、議会
運営委員会
⑤魚釣り、ボランティア

①自民さが　② 5 回
③西与賀　④福祉生活委員
会、議会運営委員会◎
⑤スポーツ観戦（バスケ）

①公明党　② 2 回
③新栄
④福祉生活委員会〇、議会
運営委員会
⑤音楽を聴いたり歌ったり

①公明党　② 6 回
③諸富北　
④産業建設委員会　
⑤スポーツ観戦

①公明党　② 4 回
③春日北　
④教育環境委員会◎　
⑤スポーツ観戦、クイズ

①自民さが　② 3 回
③開成
④総務委員会◎　
⑤バンド活動、下手なギター

①自民さが　② 2 回
③日新
④産業建設委員会〇　
⑤料理、読書、ランニング

①自民市政会　② 2 回
③勧興　④総務委員会〇、
議会運営委員会
⑤愛犬と遊ぶ、食べること

①自民さが　② 4 回
③勧興
④福祉生活委員会
⑤スーパーマーケット巡り
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➡傍聴席からの眺め

議場に大型モニターを新設しました
　令和７年12月定例会から、質問席の横に
43インチモニターを１台、議員席と傍聴席
に向けて65インチモニターを２台新設しま
した。
　一般質問等において質問する議員の氏名、
質問事項を表示します。また質問を補完する
ためのパネルを使用する際は、同モニターに
表示されます。

　また、傍聴席からも発言者の様子が見
えるように、議場中継の映像を映すため
の50インチのモニターを１台設置しまし
た。
　引き続き、市民の皆さまに開かれた議
会の実現に努めてまいります。

　本会議の模様をイン
ターネットで配信してい
ます。パソコンやスマート
フォンなどからご覧くだ
さい。

　ライブ配信は本会議開始
から終了まで議場の様子を
そのまま放送します。休憩
中はカラーバー表示となり
ます。

　オンデマンド（録画）配信
はライブ配信終了後、三日
程度（土、日、休日を除く）で
ご覧いただくことができま
す。

　本会議の模様をぶんぶ
んテレビ(地上波12ch）で
生放送しています。

2月定例会のお知らせ
2月２6日（木）

午前１０時開会（予定）
会期日程等については、開会日に正式決定し、
ホームページでお知らせします。

〈インターネット中継〉 〈テレビ放送〉

議会動画配信

本会議のテレビ放映・動画配信のご案内

20さが市議会だより第 93号（令和 7年 12月定例会）

　いつも「議会だより」をご愛読いただき、誠に
ありがとうございます。
　この度、昨年 10月の改選を経て、新たな「議会
広報広聴委員会」の体制が整いました。今期の委
員会も改選前の委員会同様、地域の皆さまの声を
より反映させ、議会活動の透明性を高めるために、
一層努力してまいります。今後も議会だよりや各
種広報を通じて議会の活動内容をわかりやすく市
民の皆さまにお伝えすると共に、皆さまからのご
意見やご要望を積極的に受け入れ、議会活動に反
映させてまいります。佐賀市議会ならびに議会広
報広聴員会を今後とも何卒よろしくお願い申しあ
げます。　　　　　　　　　　　（委員長　宮﨑健）

　「新しい議会広報広聴委員会を
　　　　　よろしくお願いします」


